
C. 教育／ 学習のニーズ

・子育て期間の社
会 との接点づく
りと仕組み

・中高年
活性化 

［遠隔生涯学習のニーズの柱に関す
る項目］

・現状システムツ
ールに捕われない
ブレークスルー

・年代間のシームレス
も重要テーマ

A. 教育／学習の考え方とシームレス

・ 地域格差のシーム
レスの必要性。

・シームレスの切り
口をどこに置くか

・小中学に本当に必要
な教育レベルは

・教えなくても良く
知っている子供　

・生涯学習の出
口は何か ・ 学習には、ネットワー

クがシーズになる。

・ 学習の動機と教育／学
習の原点の関係。

［経済的環境：マーケットについて］

・インターネット
で巨大 と極小マー
ケットが 生まれる

・ インターネットによる
マーケット構造の変化。

・ シームレスのマ
ーケットは狭い。

・ 教える側と学ぶ側のマ
ーケット／視点は違う。

・ シームレスは極小
と極大の差を埋める
（将来？）。
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　B．企業や教育現場での課題、問題点 ・コストの安い企 業内
女性教育

・学生の教育ニー
ズ 目的意識が低い

・だめな人も活か す安
い企業内教育

・総合した知力 のある人材
不足

・学習の動機付と やり直せ
る学習環境

・良い教材を利用 でき
る環境が限定

・ 個人・企業の落ちこぼれ
（自己学習、企業内再教育）

・ 学習意欲を向上させ
るための教育も大切

・ 教える側：コンテンツで手
助け、受ける側：学習意欲

・現教育システムへの
子供の反乱

［人材と教材環境］

［コスト］
［学習意欲］

・ ボランティアの人たちを
支える仕組みが必要。

［教育／ 学習の環境］：文化的、社会的、遊び的伝承・発見の場が無数のネットワークでつながった環境

［社会・文化的環境］

・ 本屋の本が少ない。
（地域格差：丹後）

・ 大学卒業後の教育
の場が田舎にない。

・ボランティアが活
動の穴を埋める

E. 研究会のテーマについて

・ マンガティック
に書かれたアメリ
カの教科書も参考

・ストーリー性のあ
る教材と語りの方式

・良い教材を活用で
きる環境作り

［教材］［人材］

・企業内に眠る優良研
修教材のリサイクル

・教育は歴史的にみて
ＮＰＯで行われた。

・教育と学習は
分けれない

D. ニーズの有り場所（浜嶋さんからの提案）：教育の目的と動機

［雇用機会］

［好奇心］

［レベルアップ］

［個人の意識］
・専門
技術

・トレンド
の把握

・常識

・喜び
・情報リ
テラシー

・スポーツ

・技術
の修得

・資格

・文化・
文芸

・知識の
拡大

子供 高齢者

［人材］

F. 討論の総括（山本）：全ての要求には答えられていませんが
［施設・設備］

・既存の大学・自治体・個人な
どの施設と連携（コミュニティ
の場の確保と施設の共有）

・賛同者のボランタリー
のネットワークをつくる
（草の根ネット）

・遠隔学習ネットワークの整備
　リアルタイム編集技術の普及

・教材制作システム
　各種教材サーバの設置
　核となるアーカイブの構築
　広帯域通信網の活用
　携帯端末の活用

・小さなマー
ケットのリンク

［教育／学習マーケット］

・受益者が特定できる
時にビジネスとなる。

［デジタル技術］

・教育／学習ＮＰＯと
ベンチャー企業の創出

G. コンセプト

・あなたの時
間１日１５分
に期待します

・あなたの
知識・経験
を生かして
みませんか

・SOHO
の普及

・中小企業
は資格指
向、スキル
／意欲評価

・日本の大学は
論文が少ない

・目的意識
による活性化

・学会論文
のオープン
リソース化

・アーカイブ充実
とシステム構築
（例：自然科学教
材ISSE）

・フオーメーショ
ンのあるスポーツ
コンテンツ

・情報弱者への対応が
必要（ネットワーク・
コディネータの育成）

・コンテンツ
のチェック

［実験試験の実施］

・「ゆとり」による二極
化（学力、地域格差、高
収入、高学歴等）

・ アメリカの貧
富の差は大きい。

・教材はあふれているが 
今有るものでは不十分

・日本語のメリッ
トとデメリット

・雇用確保には
スキルの獲得が
必要。

・自分の方法で勉強
できる環境

・さまざまなニー
ズがあり行政での
対応は難しい

・ 退職した教員
の小中学生の教
育への参加。

・ 現役を離れた先生の知識
を還元する欲求を生かす。

・コミュニティ間
のコーディネータ

・通信コスト低減
を前提とした先行
実証実験

・ネットワーク
環境でのリアル
タイムの対話型
編集システム

・ 良いコンテンツ
の利用ノウハウ。

・ネットワー
ク・コーディ
ネータになっ
て活躍してみ
ませんか

・あなたのコミュ
ニティづくりを手
助けします

・無数の共同体 communityを再構成はたまた新 生さ
せていくglue component /community　のような役割

・高度情報インフラは選
択枝の一つ。 インフラな
い場合との比較が重要。

受講希望者と（遠
隔）教育環境の間
にギャップがある

・高齢者には
PCの操作が
難しい

・あきささない、やる
気にさせる参加型・能
動型の遠隔環境

・ネットワーク
両端にいる人の
資質（能力）が
システム全体の
能力を決める

・へたな改革
は現場をさら
に混乱させる

・オープンリソ
ースとボランテ
ィアの関わり

・ドロップアウ
トしてもリカバ
リするシステム

・大学生の学力低
下現在の教育が全
て暗記学となって
いる

・ 通信網を安く使えるとこ
ろで地域の二極化。

・ヒューマンタッチ
なインターフェイス
技術が必要

・インターネットとボ
ランタリーな活動は相
性がよい

・現役を離れた専門家
の知識をを還元する場
を作る

・受験制度にかかわる教材は
研究会の取り組みから除く

・遠隔でのスポーツ
コーチング(USA)

・ボランタリな
活動からビジネ
スが見える

・ボランティア活動と教育
／学習のニーズ調査

・オープンリソ
ースの活用法

・サイバーネットとコ
ミュニティ・ネット

・人生８０年、回り
道ができる環境

・生涯学習の一つの側
面として、スポーツの
存在は大きい

・遠隔教育を核にし
たバーチャル大学と
町づくりのためのバ
ーチャルコミュニテ
ィの実現（京都府丹
波地区）

・決済方法、少額決
済システム、投げ銭
システム

・ネットワー
ク・コーディネ
ィション

・リアルタイ
ム・エディティ
ング

・マルチチャ
ネル・コミュ
ニケーション

・ネットワークコーディネータの育成プログラムの作成

・ISISの利用

・脱男社会

・コラボレーションツールの利用

・モザイク
消費社会

・プロセス重視の
教育／学習が大切

・適材適所

・専門的知識
をもつ人材は
十分いる

・ライフスタイルの変化：
モザイク消費社会

・一流大学に
高所得者層

・大学の
プロバイ
ダー機能
と人材を
生かす

シームレス
　社会的・文化的・経済
的・地域的枠組みを越え
て知識を共有できるイン
ターフェイスの環境

・コミュニ
ケーション
モデル

・コミュニテ
ィカレッジ

・ベンチャー
ビジネス

（人材育成）

（社会支援）

（技術的支援）


